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「紅葉の地獄沼」

撮影者
十和田事業所ＯＢ　木明　徳治

　かつて爆裂火口跡に、近くから湧き出る温泉水
がたまったものです。地獄沼付近には火山活動の
なごりの噴気口がいくつかあり、硫黄を含んだガ
スと90℃以上にもなる高温の湯が湧き出していま
す。このため、草や木が生えない荒涼とした景色
が創りだされています。紅葉の時季になると、湯
気が立ち込め、赤く染まった沼は地獄さながらの
風景です。
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空調機の自動制御システム導入による電気料金の削減
～株式会社レナウンインクスいわき事業所さまの省エネのご紹介～

今回ご紹介する株式会社レナウンインクスいわき
事業所さまは、日本国内での生産が希少になったメ
ンズ靴下を生産する工場です。

豊富な機種と高度な縫製加工機を駆使し高付加価
値の商品を提供しており、編立から製品化までの一
貫生産工程を持つことで、品質の安定を実現してお
ります。

〔導入経緯〕
お客さまでは、弊協会が提供するデマンドWeb閲

覧サービスを既に導入され、警報鳴動時に空調機の
操作が可能な社員の方が手動でエアコン（空調機）
を停止することで電気料金の低減に取組んでおられ
ました。

しかし、夏場や冬場の使用電力量が多い時期は、
警報鳴動時にエアコンのスイッチを操作する社員が
限定され、対応が遅れた場合にデマンド値が超過し
電気料金が高くなる心配があることから、弊協会に
ご相談をいただきました。

後日、自動制御についてご提案をさせていただき、空
調機の自動制御システムを導入していただきました。

〔システムの概要〕
①デマンド予測値が目標デマンド値を超過すると判

断した場合に、デマンド監視装置が警報を発報し、
空調室外機に警報信号を送信します。

②警報信号を受信した空調室外機は、自動で能力を
制限したり、停止したりしてデマンド値の超過を
防止します。（運転能力の制限が空調機メーカー
によって違うため75%の制御から強制停止までの
制御を採用）

③デマンド予測値が目標デマンド値を下回るとデマ
ンド監視装置の回復信号が送信され、受信した空 

調室外機は、制御運転を自動で元の状態に戻します。

〔導入効果〕
デマンドWeb閲覧サービス導入前の最大デマンド

値は267kWでしたが、導入後、社員の方がエアコン
を操作することで238kWまで低減していました。

自動制御システム導入後、工場内機械８台（10kW）
を増設したにも関わらず最大デマンド238kWを維持
することができており、デマンドWeb閲覧サービス
導入前に比べ29kW低減し、基本料金が10%削減さ
れたことから、自動制御の導入コストは１年１ヵ月
程度で償却できました。

〔お客さまの声〕
「今までは、警報発報時の社員による空調機停止

や運転の手間が何回もあったが、自動制御システム
導入により手間やストレスが無くなったのが成果と
して大きかった。」とのお話をいただきました。

空調機の自動制御システムに関する概要はホーム
ページにてご確認いただけます。

なお、空調室外機は機種により制御すべき内容に
違いがありますので、お近くの事業所又は担当検査
員までお問い合わせください。

担当者が操作（自動システム導入前） 自動制御（自動システム導入後）

警報装置

ピピピ…

表示・ブザー音・
音声案内で通知

選定した負荷を停止措置

デマンド監視支援サービス
電力量計

自動負荷制御
システム

本体

AC100V

AC200V
※子機は室外機1台につき1台を動力盤に取付けとなります。

（親機） （子機）※
制御基盤

室外機

警報表示器デマンド監視装置

空調自動制御装置

音声案内

スイッチOFF

警報信号・
回復信号

株式会社レナウンインクスいわき事業所さま

警報鳴動時の対応(イメージ)
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行の末に出羽三山を開山修
─出羽三山神社さまの由緒についてお聞かせください。
　出羽三山は、およそ1400年前の飛鳥時代に蜂子皇子
によって開かれたとされています。蜂子皇子は32代
崇峻天皇の皇子でしたが、崇峻天皇が蘇我馬子に暗
殺されたため、聖徳太子の勧めで宮中から逃れ、丹
後国由良（現・京都府宮津市）から日本海を北上して、
出羽国の由良八乙女浦（現・山形県鶴岡市）に辿り
着きます。上陸した浜は八人の乙女に迎えられたこ
とに由来すると言われます｡ 蜂子皇子は修行を行い
ながら東に進み、やがて三本足の大鳥、八咫烏（やた
がらす）に導かれて深い山に分け入り、出羽三山を
開いた。この故事によって開山の由緒としています。
　一切の邪念を捨てて修行を重ね、羽黒山頂に籠っ
て人々と国土の安寧をひたすら祈った、蜂子皇子の
修行の姿が羽黒派古修験道として現在に受け継がれ
ています。

現を祀る修験道の山権
─三つの山と神社についてお聞かせください｡
　出羽三山とは羽黒山､ 月山､ 湯殿山の総称で、月
山には月山神社、羽黒山には出羽（いでは）神社、
湯殿山には湯殿山神社があり、これらを総称して出
羽三山神社といいます。羽黒山には三社の神を併せ
て祀る三神合祭殿と、宗教法人の社務所があります。
　出羽三山は、明治以降は神社となりましたが、そ
れまでは神仏習合の権現を祀る修験道の山でした。
三つの山が「現在」「過去」「未来」を表すという「三
関三度」の信仰は、出羽三山の特徴をよく表してい
ます｡ すなわち羽黒山では現世利益を受け、月山で
死後の体験をして、湯殿山で新しい生命をいただい
て生まれ変わる、という類い稀な霊山として信仰さ
れてきました。
　かつて出羽三山の修験者、つまり山伏の勢力範囲
は、東国33カ国に及んでいました｡ 関東の千葉や茨

今季号のお客さま

出羽三山神社社務所

山形県鶴岡市　出羽三山神社 さま

古くから山岳信仰の修験霊場として知られ、今な
お全国から信仰を集める出羽三山。国宝五重塔をは
じめ多くの文化財と、四季折々に豊かな表情につつ
まれる山々や自然が点在し、充実多彩な観光スポッ
トとしても注目されています｡

本日は出羽三山神社 宮野 直生 宮司をお訪ねし、
弊協会鶴岡事業所長 菅原 英記がお話をうかがいま
した｡

出羽三山神社
総理職執行百四代別当

宮司 宮野 直生さま

東北電気保安協会
鶴岡事業所長

菅原 英記

湯殿山本宮三神合祭殿 月山神社本宮
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城は信仰の厚いところで、今でも出羽三山の信仰碑
が多く残っています。
　修験道の行法は、現在では出羽三山神社の祭事と
して続けられています。夏峰修行の盛期として開催
される「例大祭花祭り」。「秋の峰入り」（8／26〜9
／1）は全国から参加者が集まる盛大な修行で一般
の人も参加できます。「神子修行道場」（９／６〜９）
は女性のための修行です。

坊に残る歴史の面影宿
─修行にはどんな意味が込められていたのでしょう。
　修行の姿はいろいろあって、一般の人も修行に参
加できます。その修行は講中の後継者の育成、また
地域集落、現在の町内会長の役割を担い、将来を見
据えたかたちで修行の役割が考えられていました。
その修行に向かう参拝者を泊めて、参拝前に心身を
清めるための宿が宿坊です。江戸後期には336坊も
あったとされますが、現在は30坊です。
　全国各地から出羽三山までの道程は数日を要した
わけですが、霞場、壇那場の先達のもと出羽三山の
宿坊に到着します。羽黒山を参拝、宿坊にて精進潔
斎して早朝に月山に登り湯殿山を下りて、最後には
精進落としと称して温泉地に泊まったのです。今の
観光的視点で見たときに、この山伏による参拝は、
経済効果・相乗効果が相当なものだったろうと思い
ます。

重な古鏡を収蔵する博物館貴
─歴史博物館にはどんなものが展示されていますか。
　博物館は大正４年宝物館として設立され、昭和27
年博物館法の指定を受け「出羽三山歴史博物館」と

改称されました。収蔵する多くは神仏習合の修験道
時代のものです。鏡池から古鏡が500面くらいは出
てきたと言われ、博物館には平安から江戸時代の
190面が保管展示されています。お参りに来られな
かった女性が自分の心を写すものとして鏡をこの池
に奉納したと言われ、それが古鏡として遺されたも
のです。
　出羽三山では、さまざまなものが国宝や国の重要
文化財、県や市の文化財に指定されていますので、
境内地内の建物や設備などの維持管理は、社会的な
役割を担う大きな課題となっています。

設・文化財の価値を守るために施
─設備の管理で気を配られていることなどありますか。
　さまざまな文化財などを守る意味で、万が一にも
貴重なものに被害が出ることがないよう日ごろから
安全管理には十分注意を心がけています｡ とくに電
気設備にかかわる部分では保安協会さんに本当に助
けられています。自然災害などの時も、すぐ駆けつ
けていただき何より安心しているところです。

　弊協会も、何事もなく安全にお使いいただけるよ
うお手伝いさせていただいています。また、従業員
の方向けの電気安全セミナーなども行っていますの
で、お声がけいただければと思います。本日は歴史
を訪ねる貴重なお話を聞かせていただき、ありがと
うございました。

1400年の神秘の歴史を紐解き
新しい息吹を感じて巡り行く山岳の旅路

出羽三山歴史博物館

国指定重要文化財三神合祭殿／
神前御婚儀も執り行われる

秋の峰入 神子修行
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洗浄機内部ヒーターの防護カバー劣化により漏電
五所川原事業所 横山 慎人

お客さまへの問診から漏電箇所を発見できた事例
を紹介します。

〔状況〕
７月上旬の午前７時頃、お客さまから「10階電気

室で警報が鳴っている」と電気事故受付センターに
連絡がありました。受付センターから連絡を受け、
お客さまに電話連絡し状況を確認したところ、「電
気設備に異常はないが、警報をリセットしても復旧
しないので早く対応してほしい」とのことでした。

〔調査〕
約30分後にお客さまに到着したところ、すでに警

報は停止していました。調査を開始すると、受電
キュービクルの「保安動力盤№２」の“ブレーカー
漏電”の表示が点灯しており、同盤内の「Ｍ７－２・
Ｍ８－２」回路の漏電アラーム遮断器（漏電時はア
ラームのみ出力し、過負荷時及び短絡時は動作する
配線用遮断器）で漏電表示を確認しました。

連絡責任者の了解を得て、空調機械室のＭ７－２
及びＭ８－２分電盤の低圧絶縁抵抗測定を行いまし
たが、測定値は50メグオームと異常はありません。
前日から何度か警報が鳴動していることから、警報
発生時間帯と当時の使用機器についてお客さまにお
聞きしたところ、空調機器は常時運転しているが、
洗浄室には必要の都度使用する洗浄機があるとの情
報をいただきました。

〔原因〕
さっそく洗浄室へ向かい洗浄機を確認したとこ

ろ、内部の電気回路を確認するにはメーカー専用の
鍵が必要であり低圧絶縁抵抗測定ができませんでし
た。そこで、運転時の漏れ電流を確認することとし、
７階と８階に２箇所ずつある洗浄室を測定したとこ
ろ、８階の洗浄室１の洗浄機を運転すると500ミリ
アンペア漏電することが判明しました。

〔復旧〕
感電事故に繋がるおそれがあることを連絡責任者

に説明したところ、「同じ階にある別の洗浄機を使
用するので電源を切ってほしい」とのことから、洗
浄機専用のブレーカーを開放し到着してから約３時
間30分後に仮復旧しました。

翌日、洗浄機メーカーが修理した後に再度訪問し、
漏電等異常がないことを確認しました。

メーカーによると、洗浄機の内部ヒーターの防護
カバーが経年劣化によりひび割れし、電源の充電部
に水が浸入したことが原因とのことでした。

〔お客さまの声〕
「前日から警報が鳴っていたので心配だったが、

早期に原因がわかり修繕することができたので安心
しました」と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回は、お客さまへの問診により、警報発生時間

と使用機器の関連性から原因をしぼり込むことがで
きました。改めて問診の重要性を再認識する機会と
なりました。

漏電していた洗浄機 漏電表示
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雨漏りによる漏電
仙台北事業所 高橋　聡

絶縁監視装置の警報により、雨漏りによる漏電火
災や感電事故を未然に防いだ事例を紹介します。

〔状況〕
７月初旬の雨上がりの夕方、お客さまの絶縁監視

装置の警報が発報したと電気事故受付センターから
連絡が入りました。出動前にお客さまに電話連絡し
たところ、「現在、雨漏りにより屋根の修繕工事中で
ある」とのことでした。漏電による火災や感電があっ
てはならないと思い、急いで現場に向かいました。

〔調査〕
警報発生から45分後に現場に到着し、早速、漏電

箇所の探査に入りました。雨漏りによる漏電だとは
思いましたが、別の原因の可能性もあることから、
キュービクルから順番に調査していき原因を特定し
ていくこととしました。

まず、キュービクルで漏洩電流を測定したところ、
１階電灯分電盤系統で漏電していることが判明しま
した。次に、当該分電盤へ移動し測定した結果、東
棟並びに西棟の複数の照明回路に漏洩電流が多いこ
とが判明しました。お客さまに危険性を説明し、漏
洩電流が多かった複数の照明回路のブレーカーを開
放し絶縁抵抗測定を実施した結果、全て0.01メグ
オーム以下で絶縁不良でした。

測定結果から、お客さまに漏電による火災や感電
の危険があることから、ブレーカーは投入できない
ことを説明したところ、「これから暗くなり、照明
が点かないのは大変困る。なんとかならないか」と
ご相談があり、絶縁不良の照明器具を特定すること
としました。

しかし、照明器具を１台毎に電源線から外し、絶
縁抵抗測定を行う作業を繰り返し行いましたが、一
向に絶縁不良の照明器具は見つからず、とうとう最
後の照明器具を測定しましたが、照明器具には異常
ありませんでした。あとは配線の絶縁不良しかない
と思い、配線の点検をするため天井を外していくと、
大量の雨水が落ちてきます。すると、天井裏で完全
に配線接続部が水没している箇所を見つけました。

〔原因〕
漏電の原因は、屋根の防水機能が経年により劣化し

たため、雨水が天井に浸水したことによるものでした。

〔復旧〕
濡れた配線を拭き取り、絶縁が回復した箇所もあ

りましたが完全ではなく、また、雨により天井に水
が浸入すると、漏電が再度発生することをお客さま
に説明し、絶縁が回復しない照明回路のブレーカー
は開放のままとしました。また、屋根の改修工事が
完了してからブレーカーを投入していただくようお
願いしました。

〔お客さまの声〕
報告書を提出した際に「照明器具を１つ１つ外し

原因の特定に尽力いただき感謝します。早急に屋根
を改修し、安全に電気を使用したいと思います。」
とお礼の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
雨の多い時期は、雨漏りが原因の漏電が発生しや

すくなります。点検時に雨漏りの跡がないかどうか
確認し、雨漏り跡があった場合は、お客さまに説明
し早めに改修していただくことが重要であると思い
ました。また、漏電による火災や感電を未然に防ぐ
ことができてよかったと思います。

天井照明周辺の雨漏り跡



1

6

太陽電池発電所の遠隔制御・状態監視システムの開発について

弊協会は、お客さまサービスの更なる向上を図るため、太陽電池発電所の遠隔制御・状態監視システムの
開発を進めており、その概要についてご紹介いたします。

Ⅰ　最近の動向
●東北電力㈱管内における出力制御に向けた準備

東北６県及び新潟県において、太陽光発電等の再生可能エネルギー電源を中心として発電設備の連系量が
急増していることから、安定供給のため需要と供給のバランスの維持を目的として、国で定めたルールであ
る優先給電ルールに基づく、発電設備の出力制御に関わる準備が進められています。

出力制御の対象となる発電事業者さまには、東北電力㈱からダイレクトメールで今後のお手続きなどのお
知らせがされています。

※旧ルールとは、東北電力㈱が平成26年9月30日までに契約申込を受付したもの。
※指定ルールとは、東北電力㈱が平成26年10月1日以降に契約申込を受付したもの。

●解列による売電機会の損失
太陽電池発電所は、電力会社の配電線系統事故などによりパワーコンディショナー（以下「ＰＣＳ」とい

います。）が自動停止（解列）することがあります。
このような場合、弊協会は、契約に基づきお客さまからの対応要請に応じ現地太陽電池発電所に検査員が

出向き、ＰＣＳの状態を確認するとともに「手動」でＰＣＳの投入・復旧をしております。
検査員が現地太陽電池発電所に出向き、投入・復旧するまでの間は、売電できない状態になります。

Ⅱ　太陽電池発電所の遠隔制御・状態監視システムの開発
弊協会は、インターネットを経由して太陽電池発電所の「遠隔操作」と「状態監視」を可能とするシステ

ムの開発に着手し、南相馬市に所有する技術研修用太陽光発電設備「ほあんソーラー」での実証実験を踏まえ、
2020年4月からのサービス提供を予定しています。

開発中のシステムの主な機能（一部オプションを含みます。）

「遠隔制御」機能	 ・ＰＣ画面から手動によるＰＣＳのON／OFF操作
	 ・予め設定したスケジュールによるＰＣＳのON／OFF操作
	 ・配電線事故時の解列によるＰＣＳ復帰操作（※弊協会での復旧操作）
「状態監視」機能	 ・ＰＣＳの運転・停止状態の確認	 ・ＰＣＳの故障状態の確認
	 ・ＰＣＳ単位の交流電圧・電流の計測	 ・売電量・買電量の計測
	 ・日射量・気温の計測	 ・ＰＣＳ室の室温の計測
	 ・計測したデータのグラフィック表示
「メール通知等」機能	 ・警報発生時・ＰＣＳ操作時のメール通知
「ダウンロード」機能	 ・データのダウンロード

旧ルール

指定ルール

ルーター等
制御スケジュール

太陽電池発電所の出力制御に係るイメージ図
国の審議会において出力制御機能付
PCSへの切替が推奨されています

ON
ON

→
→
OFF

OFF
 

ON
ON

→
→
OFF

OFF
 

出力制御予告情報東北電力㈱
再エネ出力
制御システム

再エネ出力制御
予告システム
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出力制御〔旧ルール〕（概要）
①出力制御の予告は、東北電力㈱からお客さまに制御日の前日17時頃に連絡されます。
②お客さまは、本システムに出力制御（停止・投入）のスケジュール（日時）を登録します。
③本システムは、登録された内容でＰＣＳを自動で停止・投入します。
　※「出力制御」機能により現地に出向く必要がありません。
　　また、ＰＣＳに遠隔制御を設置することで、出力制御機能付ＰＣＳに切替する必要もありません。

配電線事故等での解列によるＰＣＳ復帰操作（概要）
①配電線事故等でＰＣＳが解列したときは、お客さまにメールで通知します。
②お客さまは、電話によりＰＣＳ復旧操作を弊協会に連絡します。
③連絡を受けた弊協会検査員は、ＰＣＳの故障状態を確認し、東北電力㈱に配電線の状態を確認します。
④問題がない場合、弊協会検査員がＰＣＳを遠隔操作して投入・復旧（運転再開）します。
　※「遠隔操作」機能により解列時の「売電停止時間」を短縮することができます。（売電機会損失の軽減）

※配電線事故等の復旧後に発電所内の遮断器等がON状態である設備に限ります。

なお、一部のＰＣＳメーカーには遠隔での操作に対応できない場合や、東北電力㈱との受給協定書の変更
手続きが必要な場合がありますので、本システムの導入をご検討いただく場合は、ＰＣＳの取扱説明書や技
術資料、受給協定書等の確認にご協力をお願いします。

太陽電池発電所の遠隔制御・状態監視システムのサービス提供につきましては、準備が整い次第ご案内さ
せていただきます。

遠隔制御装置 ＰＣＳ 
ON

ON
→
→
OFF

OFF
 

出力制御予告情報

 

本システム

お客さま 

東北電力㈱
再エネ出力
制御システム

再エネ出力制御
予告システム

 

対象：旧ルール、指定ルール

④ＰＣＳ復帰操作※

遠隔制御装置 ＰＣＳ 

 
ＰＣＳ 
停止※ 

②電話連絡  ③配電線の状態確認 

保安協会 東北電力㈱ お客さま 
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平成30年度に管内で発生した電気事故は58件で、前年度の62件に比べ４件減少しました。
事故を種類別に見ると、感電等死傷事故が４件（前年度８件）、主要電気工作物の破損事故が35件（前年度

30件）、自家用電気工作物からの波及事故が12件（前年度20件）でした。また、電気火災事故が４件、電気工
作物に係る物損事故が２件、発電支障事故が１件発生しました。（図１）

また、電気工作物別では、電気事業用で２件、自家用で56件発生しました。（図２）

平成30年度　東北６県及び新潟県の電気事故の概要

発
生
件
数
（件）

0
年度

20

40
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80

100

120

電気火災事故

主要電気工作物の
破損事故

波及事故

ダムの洪水吐からの放流事故

社会的影響を
及ぼした事故（※２）

発電支障事故（※1）

感電等死傷事故

供給支障事故

電気工作物の破損・
操作等による物損事故

※１　平成２８年度から電気事故報
告対象（10万kW以上の発
電設備）

※２　平成２７年度までは、法第106
条により報告を求めた事故
件数を計上
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図1　電気事故発生件数の推移（電気事故の種類別）
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図2　電気事故発生件数の推移（電気工作物別）

関東東北産業保安監督部　東北支部
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平成30年度の感電等死傷事故は４件で、前年度と比べ４件減少しました。被災者別に見ると、作業者によ
るものが２件、公衆によるものが２件でした。（図３）

2　感電等死傷事故

●感電事故事例：平成30年8月
チップコンベアの修理中に損傷していたモーター引き出し線からコンベア本体に漏電、作業中の被災者が感

電したもの。
※チップコンベア：開先加工機の切削チップを機械から排出する装置

事故原因
・チップコンベア本体に接地が施されておらず、技術基準に適合していなかった。 
・従業員に対して電気保安教育・訓練を実施していなかった。
・チップコンベアの点検がされていなかった。
・工作機械の修理作業手順書・マニュアルがなかった。
・�事故発生の一週間前、絶縁監視装置の漏電警報が発報されたが電気管理技術者が漏電に気付くのが遅れ、

気付いた時は復帰していた為、連絡を取り合わなかった。また、事故当日も発報されたが復帰したので連絡
をしなかった。

感電事故防止のために
・�感電死傷事故等の重大事故は、１つの要因により

発生していることは少なく、日頃の点検業務にお
けるわずかな見落としや作業前の確認・連絡ミス、
保安意識の低下等複数の要因が積み重なった結
果です。

・�事故を起こさないためには、主任技術者を中心と
して、設置者、従業員、関係事業者などすべて
の関係者による高い保安意識の共有が必要です。

・�今一度、電気工作物の保守管理の意識レベルを
上げ、電気を安全・安心に使用できる環境を構築
するため、日々の電気保安活動をお願いします。
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図3　感電等死傷事故件数の推移（被災者別）
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原因別に見ると、『保守不備』が最も多く５件、『自然現象』が４件、『故意・過失』が３件となっています。
『保守不備』は５件発生し、前年度から１件増加しました。うち１件は主任技術者が未選任で点検手入れ等

がなされていませんでした。
『自然現象』は４件すべて「雷」が原因によるものです。 
『故意・過失』は３件発生し、すべて「作業者の過失」によるものです。
短絡接地器具を取り付けたまま高圧気中負荷開閉器（以下、ＰＡＳ）を投入し短絡した事例、配線誤接続

によりＰＡＳ内蔵ＶＴが短絡し絶縁不良となり地絡した事例、ＤＧＲリレー試験実施の際、本来取り外すべ
きＰＡＳ内蔵のＶＴ配線を取り外さないまま試験を実施しＶＴが焼損、その後ＰＡＳを投入し地絡に至った
事例がありました。

平成30年度の波及事故は12件で、前年度に比べ８件の減少となりました。すべて自家用電気工作物からの
波及事故でした。（図４、表１）

図4　波及事故件数の推移（原因別）

3　他社への波及事故
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表１　自家用波及事故発生電気工作物別・原因別発生状況（平成30年度）
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無料省エネ診断のご紹介
一般財団法人 省エネルギーセンター東北支部

省エネ・節電の具体的なアドバイスを受けてみませんか？
一般社団法人 省エネルギーセンター東北支部では、中小企業等の省エネ・節電の推進をお手伝いするため

に、様々な疑問、要望にお応えするサービスを行っています。

●お問合わせ／一般財団法人 省エネルギーセンター東北支部
〒980-0811 仙台市青葉区一番町3-7-1　 電力ビル本館8階
TEL: 022-221-1751　FAX：022-221-1752　thk@eccj.or.jp

〔無料省エネ診断とは〕
電力や燃料・熱など「総合的な省エネ行動をサポー

トする」診断サービスです。
〇�対象は、「中小企業基本法で規定されている事業者」

または「年間のエネルギー使用量（原油換算値）が、
原則として100kL以上1,500kL未満のビル・工場等」
（ただし、年間エネルギー使用量が100kL未満であっ
ても自治体・組合・協議会など地域や組織で省エネ
推進している事業者の場合は対象となります。）

〇主な診断内容は、
・工場等における燃料や電気の使い方について
・機器の導入、適切な運転方法見直しについて
・�合理化につながる適切な設備管理、保守点検に

ついて
・エネルギーロスについて
・温度、湿度、照明等の適正化について

〔無料節電診断とは〕
工場等のピーク電力削減など「節電行動をサポー

トする」診断サービスです。
〇�対象は、原則として契約電力50kW以上の高圧電

力または特別高圧電力受電者の工場等（エネル
ギー管理指定工場等は除きます）。ただし、中小
企業基本法で規定されている事業者に関しては、
エネルギー管理指定工場であっても対象となって
います。

〇主な診断内容は
・�工場等における電気の使い方について、機器の導

入、適切な運転方法見直しについて
・�電力削減につながる適切な設備管理、保守点検に

ついて
・温度、照明等の適正化について

〔診断の流れ〕
・�診断を希望する工場等の燃料や電気、電力の使用

状況とともに、申込みを行います。
・�日程等調整後、電気・熱・節電の専門家の派遣が

あります。
・�現地で、実際の設備や運転管理状況、エネルギー

管理状況等を確認し、診断結果をレポートとして
まとめ、説明会にて詳細説明いたします。（希望
者を対象とします）

※実施済み参考例（企業の診断事例）
■�無料省エネ診断　実施実例
（ケース１・事業所／ビル：病院（介護・福祉）（特別養護老人ホーム）
・年間（全社）原油使用量� 227kL
・年間（全社）エネルギー費用� 24,400千円
・投資を必要としない運用改善提案� 5件
・投資を必要とする提案� 4件
・設備投資額� 10,228千円
・削減効果量：原油換算削減量（年間）� 30kL（約13%）
・削減効果:削減額（年間）� 2,480千円（約10%）
� （設備投資額回収年数：4.1年）

■�無料省エネ診断　実施実例
（ケース２・工場：プラスチック製品製造業）
・年間（全社）原油使用量� 534kL
・年間（全社）エネルギー費用� 38,110千円
・投資を必要としない運用改善提案� 3件
・投資を必要とする提案� 7件
・設備投資額� 5,000千円
・削減効果量：原油換算削減量（年間）� 73.9kL（約13%）
・削減効果:削減額（年間）� 5,746千円（約15%）
� （設備投資額回収年数：0.9年）
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電気事故防止に関するお客さまへのお願い

電気はあらゆる社会活動にとって大切なエネルギーですが、その取扱いを誤ると取り返しのつかない重大
事故が発生します。

1  事前に東北電気保安協会へご連絡をお願いいたします

電気事故（感電・アーク火傷）や関係法令違反
等を未然に防止するため、次の場合については、
事前に弊協会へご連絡をお願いいたします。

【ご連絡をいただく事項】
（１）�お客さま又は工事関係者が高圧受電設備

（キュービクル又は電気室）の扉や入口の鍵
を使用するとき

　キュービクル又は電気室の鍵には、東北
電気保安協会専用のキーホルダーを取付け
させていただきます。鍵は、適切に管理さ
れますようお願いいたします。

（２）�高圧機器を増設又は減設する工事を計画し
たとき

（３）�発電所及び非常用予備発電装置に係る工事
を計画したとき

（４）�樹木の伐採等で構内の電柱や電線に近接す
る作業を行うとき

（５）�キュービクル又は電気室の低圧盤にブレーカー等を取付ける工事を計画したとき
（６）�低圧分電盤のブレーカーの交換や配線等の変更に係る工事を計画したとき

2  感電負傷事故の事例

○電気工事作業員の感電負傷事故
　（2016年８月発生）

被災者は、翌月に予定していたキュービクル
内ブレーカー増設工事の前作業として、充電中
のキュービクル内部に入りマルチアングルの取
付け工事をしていた際に、背後の高圧ケーブル
に右肩が触れ感電負傷した。

高圧ケーブルに右肩が接触し
感電した状況の再現
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白河地方広域市町村圏消防本部さまは、白河市を中核とし
て１市４町４村の火災予防、警戒及び消火活動に従事し、地
域の皆さまを火災から保護するとともに、災害による被害の
軽減、119番要請による傷病者の救急・救助を適切に行い、
地域の皆さまが安全・安心に暮らしていけるように見守って
おられます。

消防本部さまには、火災や交通事故に対応する消防車や病
気やケガをした方のもとへ駆けつける救急車があり、要請を
受けて緊急出動することに加え、緊急通報である119番を受
信し、出動指令を行う「指令センター」があります。

指令センターは、様々な電気設備によって構成されていま
す。指令センターが迅速に対応できるように安定稼働するた
めには、電気は必要不可欠です。

セミナーの内容
令和元年６月下旬、消防本部さまに設置されている変電設

備の改修工事に合わせて実施された、災害時を想定した停電
訓練をご紹介させていただきます。

停電時、消防署内では「どのような問題が生じるのか」、「予
備電源が確実に稼働するか、稼働時間はどのくらいか」、「稼
働しないシステムはないか」等、多項目について確認した上
で、それらに対しどのような対応策が必要かを確認すること
を目的として訓練が実施されました。弊協会は、全停電、復
電操作及び緊急時の対応等についてご協力をさせていただき
ました。

検電器やテスターを用いて、「指令センターはどの回路で
稼働しているのか」、「非常用予備発電機で使えるコンセント
はどこか」等実際に現場で機器を確認しながら説明を行いま
した。また、非常用予備発電機の点検ポイントや電気設備の
機器の機能などの説明も行いました。

お客さまの声
消防本部さまからは、「今回の訓練で停電時に必要となる

手順の再確認や機器が正常に稼動すること、電気設備や非常
用予備発電機の点検ポイントなどの確認ができた。今後も住
民の皆様の安全・安心を守るために、いついかなる時でも最
高のパフォーマンスを常に発揮できるよう、定期的に『大規
模停電対応訓練』を実施し、積極的な消防行政に取組んでい
きたい」とのお話をいただきました。

弊協会としても、消防本部さまの設備を実際に確認させて
いただき、同様の設備に対し理解を深めることができ、非常
時の重要設備の早期復旧に役立てられることから、今後もご
協力していきたいと思います。

白河事業所
白河地方広域市町村圏消防本部さま

白河地方広域市町村圏消防本部さま

指令センターの様子

電圧確認の様子
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災害時に活躍するアイテム
災害はいつ、どこで起きるかわかりません。
災害が発生しても落ち着いた行動が取れるように、防災アイテムの準備と災害時の心がまえを日頃から持っ

ておきましょう。

❶ 停電時、頼りになる保安灯
停電時に自動で点灯する保安灯は、コンセントから外

せば懐中電灯としても利用できます。

❷ 懐中電灯は、普段から目につくところに
暗闇の中で足元の安全を確保するためには、懐中電灯

は欠かせません。

❸ 正しい情報を得るために、ラジオを活用
災害が発生したときには、すばやく正しい情報を得る

ことが大切です。

❹ 携帯電話・スマートフォンの予備バッテリーの準備
予備の電池パックやモバイルバッテリーを準備してお

きましょう。

❺ カセットコンロで簡単な煮炊きが可能に
電気・ガスの供給停止に備え、カセットコンロを準備

しておくといいでしょう。

❻ 非常持出袋をまとめておく
家族が２～３日のあいだ生活できる食料品や日用品な

どをひとまとめにした「非常用持出袋」を用意しておき
ましょう。

❼ 避難前の対応
地震が発生し停電になった場合でも、設備に異常がな

ければ電気は送られることがあります。消し忘れた電熱
機器に電気が通じることにより火災につながる恐れがあ
りますので、避難する際はブレーカーを切りましょう。

食料品（乾パン、缶詰、塩など家族３日分と缶切り）、携帯ラジオ、貴重品（現金、預金通帳、印鑑）、救急医薬品、
防災ずきん、ヘルメット、懐中電灯、ローソク・マッチ、軍手、ロープ、ホイッスル、飲料水（１人１日３リットル）、
携帯トイレなど

持出し品の例
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二戸事業所は、令和元年６月23日（日）二戸
市「カシオペアメッセ・なにゃーと」（二戸市
広域観光物産センター）で開催された「トリコ
ロール＠Jam16」に電気安全移動相談所を開設
しました。

東北新幹線二戸駅を中心に、青森県南、秋田
県北東、岩手県北の３つの地域を３色（TRI-
COLOR）に見立てた、交流エリアがトリコロー
ルエリアです。このトリコロールエリアで活動
している誰もが参加できるこのイベントは、「お
祭り騒ぎの異文化コミュニケーション」と題し
て、東北新幹線二戸駅等利用促進イベント実行
委員会が開催しているもので、今年で16回目と
なります。

今回は、バンドライブ、ＤＪ・ダンス、ダブ
ルダッチパフォーマンス、グラフィックアート、
フリーマーケット及びフードコーナーが出店参
加しました。特に、屋外の特設ステージの地元
バンドグループによるライブ、岩手県内の大学
生サークルのダブルダッチパフォーマンス及び
市内のダンス教室に通う子供たちの切れのある
ダンスに、観客からは大きな声援が送られてい
ました。

弊協会は、屋内に電気安全移動相談所を開設
させていただきました。来場されたお客さまに
パンフレットや展示パネルを活用して、電気の
安全使用をＰＲするとともに、電気相談では、

「漏電ブレーカーの役割について」、「電気の契
約容量について」及び「電気温水器について」
などのご相談をいただきました。また、「電気
なんでも相談クイズ」では23名の方に参加をい
ただきました。当日は天気も良かったことから、
お子さま連れのお客さまも多く、「ほあん坊や
風船」をお配りしたところ、準備した70個は瞬
く間になくなるほど好評でした。

会場の「カシオペアメッセ・なにゃーと」は、
東北新幹線二戸駅開業に合わせ二戸駅を中心と
した青森県南、秋田県北東、岩手県北の北東北
３県の交流・連携のシンボルとして誕生した施
設です。施設内には360度のパノラマが楽しめ
る展望タワー、二戸の素材を生かしたメニュー
が好評のレストランのほか、北東北３県の19市
町村のお土産を多数取りそろえた物産センター
などがありますので、二戸周辺を観光の際はぜ
ひお立ち寄りください。

「トリコロール＠Jam16」に
電気安全移動相談所を開設しました

二戸事業所

屋外の様子

電気なんでも相談クイズ

ダブルダッチパフォーマンス
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Q ○の中に言葉を入れてください。

〒982-0007  仙台市太白区あすと長町三丁目2番36号 一般財団法人 東北電気保安協会　広報情報グループ 宛
FAX 022-748-1275

勧誘★前号vol.278の
　正解は、 でした。

★前々号vol.277の応募者総数は92名、
　正解者は89名でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

　郵便はがき又はFAXにて、答え、郵便番号、住所、氏名、さしつかえなければお勤め先をご記入のうえ、
下記宛にお送りください。正解者のなかから、抽選で20名さまにクオカードを贈呈いたします。なお、
当選の発表はクオカードの発送をもって代えさせていただきます。
※ご応募いただきましたお客さまの個人情報は、当選賞品の発送やご意見・ご質問への回答にのみ使用いたします。

●締切り日　令和元年12月31日消印有効
　皆さまのご応募をお待ちしております。（本誌又は協会に対するご意見、ご感想などもお寄せください）　

ヒント：弊協会ホームページのトップページをご覧ください。

お客さま〇〇〇〇開設のお知らせ。

電気の安全・省エネ ワンポイント
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『昔ながらの離島で雄大な自然と穏やかな時間に包まれませんか』粟
あわ

島
しま

浦
うら

村
（新潟県）

新発田事業所

◎新潟県粟島浦村
■交 通 手 段／新潟県村上市岩船港より　高速船で55分、フェリーで85分
■問い合わせ先／粟島観光案内所　☎0254－55－2146　http://awa-isle.jp/

（写真提供）粟島浦村役場※弊協会では、粟島浦村さまの施設６箇所の電気設備の点検をさせていただいております。

粟島浦村は、新潟県村上市にある「岩船港」から北西35kmに位置し、わずか周囲23km、人口約360
人の離島にある村です。

普段の喧騒や慌ただしい日常から少しだけ足を延ばせば、離島ならではの大自然が皆さんを出迎え
てくれます。一歩足を踏み入れて、のんびりした「あわしま時間」に身を委ねてみませんか。

わっぱ煮
100年以上食べられている粟島の名物料理。

杉を曲げて作った曲げわっぱに、焼いた磯魚と
味噌を入れてお湯を注ぎ、真っ赤に焼いた石を
入れて沸騰させる豪快な漁師料理です。その時
期の旬の魚を使います。

釣りを楽しむ
暖流と寒流が混じり合う日本海の荒波に削ら

れてできた粟島の複雑な岩礁は、多くの魚たち
の棲みかとなっています。集落から近い磯でも
大物が狙えるのが粟島の釣りの醍醐味です。

お子さま連れの方には「穴釣り」、９月以降に
は伝統的な「磯ダコ捕り」なども体験できます。

馬と触れ合う
江戸時代から昭和初期まで、粟島には50頭以

上の野生馬が生息していました。一度絶滅しま
したが、現在は「日本で一番海に近い牧場」と
して、馬の飼育をしています。他では体験ので
きない開放感のある乗馬体験や曳き馬体験を行
なっています。

その他にも、粟島唯一の温泉である『漁火温
泉おと姫の湯』や、『あわしま自然体験学校』
による体感型の観光プログラム、粟島の特産品
を販売している『直売所ばっけ屋』もあります。

しかし、何よりも人々の温かさや生活に間近
に触れられるところが粟島の一番の魅力です。
皆さんもぜひ普段の喧騒から離れ、「あわしま
時間」をのんびり過ごしてみてください。

わっぱ煮

磯釣り

（おそらく）日本で一番海に近い牧場
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http://www.t-hoan.or.jp/http://www.t-hoan.or.jp/

一　　般
財団法人

のご案内
無料で実施しております

電気安全セミナー

   電気安全セミナーとは
●お客さまが正しい電気の取扱いを学び、職場の電気事故を防止するための職場内講習会です。

   電気安全セミナーの内容は
●協会職員がお客さまの事業所に出向いて、無料で実施いたします。
●講習は、お客さまのご希望に沿ったテーマについて、テキストや DVD、パソコン等を使用

し実施いたします。
●開催は平日のみですが、お時間はお昼休みも含めお客さまのご要望にお応えいたしますの

で、お気軽にお申し付けください。

　電気の安全に関する研修や勉強会で活用できる、ＤＶＤ・ビデオテープを
お貸ししています。
　作業者・従業員向けにわかりやすい内容ですので、ぜひご利用ください。

【一例のご紹介】

詳しくは、お近くの事業所又は検査員にお問い合わせください。

電気安全のＤＶＤ・ビデオテープをお貸ししています

タ　イ　ト　ル 時間 対　　象　　者
追跡！日常作業の電気事故
〜7つの低圧電気事故〜 30分 工場・事業所などの電気担当者、

現場作業者向け

ここがポイント!日常巡視
〜電気事故を未然に防止〜 27分 工場・事業所の電気担当者や従業員向け

電気侍
〜電気の安全、拙者が守る〜 19分 家庭・児童向け

感電事故 ここがポイント!救急処置 14分 工場・事業所などの作業者・従業員向け

潜入！低圧電気の事故現場 23分 工場・事業所の電気担当者や従業員向け

電気設備事故事例に学ぶ
〜予定外作業・作業変更の落とし穴〜 22分 工場・事業所などの電気担当者、

電気主任技術者、現場作業者向け


